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　1)Ｂy the dりep sea water addition, the quality observed in工血だ酵∇content and acidity………ofthe

to mate fruit is clearly improved, and it can ｂｅ]greatly expected as a production technology

＼　　of the high additional value fruit. However, there is the generati闘犬of much blossom-end

　ニrot, and the decrease in the yield point is easy to be brought about. ＼　ニ　‥‥‥　‥　‥‥

　2) The generation of blosso陽一end rot decreased from the surface如a water addition ward in

　　the deep sea water addition ward, aりd the effect of the deep sea water peculiar mineral was

ト　guessed.　．．・　・．・．．　　・．　･･．･．・　・．　　・．　　．・．　　･十………=　　　　　…………………

　3) Especially･, the generation of blossom-end rot occurs in the如gh temperature･･ cultivation

　　from the spring over 仙ｅ叩皿mer frequently, and the counterffieasuでe is desiredト　　　ニ

　4) In the future, it is desired thaけhe generation of blossom-end rot is suppressed, wh･ile the

　improvement in the sugar content is ａttふ:mpted余)√叫gh temperature stage inし乱hich∧the

　▽quality is easy to lower. In this, the cooling effectﾀﾞof culture･ｓｏ!ution･by the utilization of

………the.･deep sｅａｻwater･cold can ｅχpect itに　　＼　‥‥‥‥　　　‥‥　　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥‥‥‥　　　‥・
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　水深300mあたりから得られる海洋深層水は√水温が12度前後と安定七で低くにケイ素や硝酸態

窒素の他,△多<〉のIミネラ片分|を多量に含んでおり，し水産分野での利用は言うまでもな=く，ﾉ飲料水や

食品，医療や健康，化粧水,＼美容など幅広い分野で多くくの用途が開発され:ている．しかしその効用

や実態は明らかでないばかりでなく，農業分野への利用は未開発となっでいる.j……表層海水にやいて

は野菜栽培の潅水に利用すると生育の調節や促進による有効利用の可能性があるとﾚの報告ヒヤもあ

り,･実際農家では果菜類の潅水に利用している場合も見られる./ごま'た塩類にづいて:は，果実の品質

に関するもの5丿や養分吸収また塩ストしレスに関する他の要素の働きや耐塩性の品種間差ついて

も多くの報告12-16)が見られる．しか七海洋深層水を用いでの報告は見られない√そこで深層水の

ミネラル分豊富な特性を生かし,∧養液栽培への有効利用について検討する＼ため，以下の実験を行っ

た．　　　　十　コ　　　十　　　　　　　　．･．･・　・　．．･．・　　．∧　　･..･.・　　　･...･.　･万
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　　　　　　･..･･･　.･..　　　　･･･.・　･材料及び方法ト　　ト＝　　　　　　＜　　十＼

実験１．ＮＦＴ式水耕トマトの生育と収量・品質に及ぼす培養液への海水添加の影響

　レトマドハウス桃太郎’を供試し, 2000年３月８日に播種七育苗後，工月18日より水耕栽培を/

ＮＦＴ連続給液方式で行ったレ株間は40cmで一処理区当たり＼10株を供試した．培養液には大塚液肥

を用い，Ｎ ：Ｐ,：Ｋ：Ｃａこ:Ｍｇがそれぞれ117.5ppm:60.りppm:204.75ppm:86.25ppm:30.0ppmとな

る=ような完全培養液を用いた，処理は培養液に海水無添加の無処理;深層水10％添加,ニ表層水佃％

添加，深層水５％十表層水５％添加の４区を設け乙第１果房開花期にあたる/5月8‥日）より＼開始し，

果房は第３果房までとし,犬第･3果房上の２葉を残し摘心した．なお海洋深層水と表層水は室戸沖よ

り採取七た海水を利用した∠‥‥‥　‥　　‥　‥‥‥‥…………=･･　･．　･･．･．・　．･．　　・．･．・　　　・．･

実験２．湛液式水耕トマトの生育と収量．こ品質に及ぼす培養液への海水添加の影響◇　＼

　ドマドハウス桃太郎'を供試七√2000年８月16日に催芽種子を播種し，９月/4日に移植，育

苗後√づ９丹25日より湛液式水耕栽培を行った．養液槽容量は125乙縦×横×高さ(103cm X 20 cm X 2

0cm)で√処理は(1)無処理(=2)深層水５％添加(3)表層水５％添加(4)深層水10％添加ﾚ(５)表層

水10％添加=の５区を設け↓定植時/より開始しだ.犬株数は士処理区9＼株の2=反覆で行った.△なお果房

ぱ第ﾌﾟ3果房上め２葉を=残し摘心した.し培養液濃度と海水の採取は実験ｔど同様に行づたレ　　　十

　　　犬　　＼　　　　…………=　結果及び考察　ｊ　　‥‥‥‥‥‥　‥‥‥　　　　‥

大実験1.ト処理開始後１日目と14日目の培養液のp耳とＥＣの変化は第１表に示したレ処理開始１

日目のpHは無処理と同程度であったがＥＣは無処理の５倍高であった.14日目のpHはいずれも

８以上となり，処理による差異は認められなかづたが。ECは無処理が0.85ど低下したのに反七，

海水添加処理間では大きな変化は認められなかった√海水処理開始17日目のＳＰＡＤ値にみられる

葉色を第1図に示したレ無処理の43馴こ対し，海水添加区はいずれも高く，高い順に表層水，深層

水十表層水，深層水どなり，明らかに葉色は濃くなﾄり√深層木添加による生育抑制は小さく，むし

ろ促進傾向にあらだ(第２表，第2:図)．海水が生育促進的に働くことはホウレンソウでも報告さ

れている1).糖度や酸度にみられる品質の向上が期待できる反面，塩ス∇トレスによjる尻腐れ果が多

発し√８割以上にも上り,ﾄ収量は著しく減少した(第３表，第３図).づなお尻腐れ果発生率は下位

果房で多く上位果房で少なくなる傾向にあったが,犬深層水と表層水処理間に明瞭な差異は認められ

なかった√塩ストレスは果実品質を高めるが5･←←10)一方ト々卜では果実内カルシウム含有率の低下

を招き，尻腐れ果実を誘発することは他の報告でも認められている大凡　　　　　し　‥

十実験２．栽培の様子は第４図にまた栽培期間中の月平均最高・最低気温は第５図に示した，収穫

果数は，第Ｌ果房では深層水添加区の両濃度において無処理と犬の差はみられなかっ=たが，深層水10

％区では上位果房になるにつれて減少した(第４表)√またけ深層水iO％区で最も総果数が少なかっ

たレ表層水５％添加区では第１果房で果数が減少したが,∧２果房以上では無処理区よりも増加した

(第/6図)丿果重に見られる果実収量は無処理区に対し5％区が約6ﾚ割, 10%区が３割強となり，ま

た海水濃度間では表層水区が深層水区より劣る傾向にあうた………(第７図ﾄﾄ果房:別の果重は，深層水

区では上位果房ほど少なく，逆に表層水区では下位果房で少なめヽつた．表層水,＼深層水ともに↓O％

濃度区の果重は５％区のおよそ半分程度であﾉつた／1=果平均重は，いずれの海水処理区においても

肥大が抑制され, 10%濃度区では無処理区の約１／３以下となった(第8:図)．果房間では無処理区
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第！表　栽培期間中の培養液のｐＨ及びECの変化

５月８日

５月21日

石一月25日

Cont.
-

6.83

8.37

pH　　　　：

深層水＼表層水＝深層十表層

　6.77　・6･.･65.　6.72ト

　80Q　8.14　　8.26

5:月31日ダ7.86 7｡34　　7.22 7.46

‥　‥‥‥,…………ＥＣ二(dS/副　∧づ

Contよ深層水＼表層水＜深層十表層

1.30上　7.01……:11　6.95　　　＆95

皿85………12.22 12.04………2i･.･90

1｡38犬　ぺ∧　ト

1.86ヶ　8.↓57………8.60･

↓L24

16.67

60

50

　
　
4
0

扉
（
）
Ｖ
ｄ
Ｓ

30

20

無処理＼　深層水　　表層水　深層水十表層水

　　　　　　　　　拠･理区　　　　／

し第！図　培養液への海水添加がトマトの葉色(SPAD値）に及律す影響

第２表　培養液への海水添加がトマトの生育に及ぼす影響
乾物重j7/株

　Ｉ　Cont.・ト

十深層水上

犬　表層水　∠

深層水十表層水

68.92b

68.81b

76.26b

92.09a

24.62c

27.93bc

29.46b

34.66a

　67.47a

35.12b

し30.53b

ダ33.83b

　16.39

・19･.75

21.58

1 28.60

177.40a

151.61b

工57.82b

189.18a

／ Ｉ
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第２図　海水処理によるトこヤトの生育状況

処理区

第３表　培養液への海水添加がトマト果実の尻腐れ果発生率に及ぼす影響

　　　第１果房ニI　　　　第２果房犬　＼　　第３果房　　　　ト

　Cont.

　　深層水

　　表層衣

深層水十表層水

合　計

果数　発生率(%) ■果数丁発生率(％)ト果数　発生率(％)｀　　果数　発生率(％)
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０
０

４
　
４
　
４
　
ｔ
４
‘

　6.3
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O

-
!
＊

1
-
I

T
-
Ｈ

Ｃ
s
l

Ｃ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

　0.0

71.4

36.5

71.9

12.0

12.0

12.6

12.4

　9.8

93.1

80.1

85.1

ぱ上位果房で高ぐならたが，海水処理は逆に低下する傾向にあった．尻腐れ果の発生率は塩分濃度

が高ぐなると上昇したがレ同濃度間では明らかに表層水添加区が深層水添加区より高ぐなった（第

９図）．果実内糖度とク平ン酸含量（酸度）は海水濃度の高まりとともに高くなり深層水，表層水

ともに10％添加区ではそれぞれ8.2, 9.4とL000，1.060と高ぐなり品質が向上したが，海水処理問に

一定の傾向は認められなかった（第５表）．果皮色め彩度は処理のいかんにかかわちず上位果房寸

高くなったが，色相には一定の傾向が認められなかった（第６表,聯10, 11図）．し　　　十

　冊塩性の向上にはリン酸千々カルシウム9）の関与が示唆されており√今後塩ストレスによって

誘発される尻腐れ果発生の抑制が制御できれば，養液栽培での深層米利用は√収量の減少を最小限

に抑えながら品質向上に寄与でヽきるものと思われた．‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　　　‥‥
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lj－4乙/

第３図　深層水処理による尻腐れ果の発生

=……j∧j=△ｘ９曝|ﾀﾞ:=ﾌ………に゜::･:;ｌＳｉ:弧3鸚'jl;1年尹71 :･

.M:;IJI:=jl==li=:゜:ﾌilJIで

第４図　湛液式養液栽培による実験の様子
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第５図　試験期間中の月平均最高・最低気温

第４表　培養液への海水添加がトマト果実の収量忙及ぼす影響

　処理区

　Cont.

深層水５％

表層水５％

深層水10％

表層水10％

第１呆房

　　4.0

　　4.3

　　3.5

　　3.8

　　3.3

果

第２果房

L
Ｑ

Ｇ
＾

C
O

Ｏ
Ｏ

ｔ
―

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

　数＼

第３果房

t
ｏ

f
X
i

Ｇ
Ｏ

L
O

Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

Ｃ
＼
]

-
^

合レ計

11.0

且.81

10.9

9.2に

11.0

｜月 2月

　以上より√海水処理により糖度は

高まりレ特に深層水処理は品質向上

:が認められ,表層水処弩より尻腐れ

果の発生が少なく，jl又量が多くな,り，

その有効利用性が示唆されたに

…………万推

＼トマトの養液栽培における，培養

液ぺの室戸海洋深層永の添加の影響

仁ついで検討した．犬　△　ニ

1①トマ下果実の精度と酸度にみ

……'られる品質は↓△深層水の培養

　　液への添加により，明らかに

……向上し，高付加価値果実生産

＼つ技術として大いに斯待できる.

………しかし同特に尻腐れ果の発生

……力1認められ，収量減を将来し

　　やすい．　　　‥

２)ニ尻腐れ果実の発生は表層水添

　加よ･りに深層水添加区で減少

ニ　し深層水特有のミネラルの

処理区

　Cont.

深層水５％

表層水５％

深層水10％

表層水10％

果

第/1果房

　946.4

　653.4

　530.0

　396.7

　231.↓

第２果房

770.4

498.3

463.7・

重(g)∧

=第３果房し

730.4

359.0

478.3

2447.2

1510.8

1472.0

867.7

806.2

　処理区

　Cont.

深層水５％

表層水５％

深層水10％

表層水10％

第１果房

　237.8

　155.7

　155.4

且10.8

　89コ

犬285.5　、　185.6

280.2…………294.9

」果平均重（ﾚg）

第２果房十第３果房

222.4
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135.5

104.8

　78.1
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合＼/計
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136.6

94.7

77.9
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第６図　培養液ぺの海水添加がトマトの果房別果実数に及ぼす影響

深層水５％ 表層水594

処,堰区

゜深層水10%

ｿ悶第３果房

口第21果房j
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S鳳２
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第７図　培養液への海水添加がトマトの果房別1く株あたりの果実収量に及ぼす影響
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深層水５％ 表層水5％

処ﾀﾞ理区

深層水10％

第８図　培養液やヽの海水添加がトマトの果実肥大に及ぼす影響ﾄ

深層水５％ 衰層水594

処理区
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第９図　培養液への海水添加=がトTマドの尻腐れ果発生に及ぼす影響
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第10図　培養液ぺの海水添加がトマlﾄ果皮色の彩度に及ぼす影響‥‥‥　　‥
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第11図　培養液への海水添加かトマト果皮色の色相に及ぼす影響
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　　　　　　　　　　　　　十　　第５表　培養液への海水添加がトマト果実の糖度･と酸度に及ぼす影響効果が推察されたレ

３）尻腐れ果実の発生は，特に

春から夏にかけての高温期，

　し栽培で多発した．　‥‥‥　　‥

４）今後,＼品質が低下七やすこい

　高温期に，精度‥の向上を図

　　り万がら，尻腐れ果の発生∧

十ｌを抑制することが望まれ，＼

　これには深層水冷熱による

　培養液の冷却効果が期待で‥

………きる／

キ¬ワードドトマト，深層水，

養液栽培，品質向上　　　……
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